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地下利用技術の課題と地球深部情報

星野一男1)

1.はじめに

地下開発は宇宙,海洋開発とならぶ20世紀後半

のメガ･サイエンスである.

宇宙開発の歴史は1950年代の後半から始まった.

ソ連,米国の有人ロケットが人類史上初めて地球を

離れて宇宙に発射され月の裏側など何百万年来人問

が決して手にすることの無かった見聞が我々の身近

に溢れる様になったのである.これに伴ってその利

用技術が進められる機運が出てきたのは1970年代

になってからである.メガ･サイエンスは巨大な国

費を必要とするからその目標(効果)は明確で判り易

いものでなくてはならない.宇宙開発の初期の目標

は地球及び宇宙の新資源開発であった.1972年に

打ち上げられた最初の科学衛星が地球資源技術衛星

(EarthResourcesTechno1o駆Sate11ite,ERTS)と

名づげられたことはその間の事情をよく物語ってい

る.この名前はやがてL五NDSATと改名される.

地球からの輻射線映像,いわゆるリモｰトセンシン

グがただ単に当初予想していた資源･地質情報のみ

だげではなく気象,海洋,植物生態等地球表面のあ

らゆる実態についての情報を含んでいることが判明

したからである.

･有人ロケットの打ち上げから40年,LANDSAT

衛星の打ち上げから20年を経て,現在宇宙開発は

完全に実用の段階に入っているといえる1しかし,

その主役は当初に予想されたものとはかなり食い違

っているのが実情のようだ.日常的に最も身近なも

のに天気予報の気象衛星映像があり,GPS(Globa1

PositiOningSystem)がある.自家用車でもGPS機

器を据えつける人が増えている.初めてGPS衛星

が打ち上げられたのは1975年であったが20年足ら

ずで一般家庭にまで使われるようになったのであ

る.

GPSのような衛星利用技術がこれ程発展するこ

とを宇宙開発の初期の頃に予想できた人が皆無に近

かったことは非常に重要なことである.新技衛の開

発初期においてそれがどんな利用技術に繋がるかを

予測することは誰にとっても難しい.つまり,人間

が従来踏み込んだことのない世界に入りこもうとす

る時,その新しい空間の実像が判らないうちには,

その情報が我々にどのように役にたつかを予測する

事は原則的に無理だという事であろうか.

さて,地下開発を先行した宇宙開発の足取りに対

比してみると,現在はロシア,ドイツなどで

10,000m規模の科学ポｰリングが実施されており,

これは宇宙開発でソ連,米国で最初の衛星ロケット

が打ち上げられた1960-70年頃に相当するのではな

いだろうか.宇宙開発ではこのあと5-10年位で応

用課題を研究するための衛星がうちあげられてい

る.最近話題を集めている“超深層ボｰリング"は

性格としてはロシア,ドイツの科学ボｰリングと似

ているが時期的には応用衛星に相当する役割も期待

されているのではないだろうか.

建設(建築･土木)分野では昨今新領域として地下

への関心が高まっている.建設という観点で見れば

現在直接対象となっている地下の深度は100mか

ら1000mそこそこにすぎないが,そこは人問の手

で掘り,人間の眼が見つめる現実の地盤空間であ

る.建設技術者にとってまず必要たものは空間の地

盤情報である.地盤情報と地質情報とは言葉は似て

いるが内容は質的にかなり違う.もし信頼性の高い

周辺の地質情報が得られれば,地盤情報幸さらに幅

広く活用することが出来る.

1)元所員,前清水建設鯛顧問,現在㈱エンジニアリング

振興協会研究理事:

〒247鎌倉市今泉台4-3ユｰ6

キｰワｰド:大深度地下空間開発,超深層ボｰリング,深部地

盤情報,石渡地下貯蔵空洞,東京湾地下物性断面
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第1表地下空間利用の事例(日本産業技術振興協会,エンジニ7リング振興協会,1988)

利用形態�日本�海外

�･石油備蓄技術…菊間(愛媛),久慈(岩手),�･LPG地下貯蔵…フィンランド,スウェｰデン,

エネルギｰ�串木野(鹿児島)�フランス,韓国,台湾,アメリカ

地下貯蔵�･LNG地下貯蔵…根岸(横浜)�･圧気貯蔵…西ドイツ,フィンランド,ノルウェｰ

��･熱水貯蔵…スウェｰデン

�･揚水式…新高瀬川発電所(長野)他40カ所�･揚水式発電所…アメリカ,ヨｰロッパ,オｰス

地下発電所��トラリア等多数

��･原子力発電所…ヨｰロッパ5カ所,アメリカで

��1カ所

食料貯蔵�･岩盤冷凍庫…大谷石採石跡地(栃木)�ワイン,穀物,種子,飲料水等め貯蔵,冷凍食

��品の貯蔵

�･地下街…川崎市,札幌市等多数�ライフラインの地中化,共同溝,地下スポｰツ

地下都市��センタｰ,図書館,教室,教会(ロックチャｰチ),

��音楽堂,会議場

地下工場�･爆着工場(騒音防止が目的で地下に立地)�･精密機械工場,ワイン等の醸造工場

�･陽子崩壊観測施設…神岡鉱山�コロラド大,ミネソタ大(米),ハｰゲンバッハ(ス

地下実験室��イス),レマン湖畔(フランスLEP),ハンブルク

��(西ドイツ)

地下室付住宅�･新住宅開発プロジェクト｢地下室利用システ�･欧米での住宅は地下室付が多い(米国中東北都

�ム技術の開発｣(つくば,製科研実験住宅)�では80%)

�･鉱山跡地の坑道観光…尾去沢鉱山(秋田),鯛生�･防災施設(非常用飲料水,食糧の貯蔵,シェル

その他�鉱山(大分)等地下展示場,世界最大のホログラ�タｰ,電気通信およびデｰタ処理センタｰ)

�フィスタジオ…大谷石採石跡地(栃木)�

地下空間の本格的開発が始まったばかりの時点で

完全な未来展望を語ることは本当に難しい.宇宙開

発の時と同じようにある程度機器の開発が先行し,

地下の地球科学像がもっと鮮明になった段階で飛躍

的に広がる事ができるであろう.ここでは我国にお

ける地下開発の現況,その技術課題を述べ,どの様

た深部情報が期待されているかを述べてみたい.

2.地下空間開発の現況

色々た方面で行われている地下空間利用の実例と

してエソ平ニアリソグ振興協会の研究会が1988年

にまとめたものとして第1表がある.地下都市,

地下工場,地下室付住宅等は地上で造られている建

造物を地下空間にも広げるというものである.一

方,エネルギｰ地下貯蔵とか地下発電所は地下深部

の環境を生かすという意図で堅硬な地殻岩盤の中に

十分に大きな空洞(トンネル)を掘削し,使用するも

ので積極的な地下利用と言える.以下,後者の岩盤

内大規模地下構造物を中心に取り上げてみたい.

これらの大観模地下構造物の規模は第2表に示

す通りである.最も大きな石油地下備蓄基地の例で

みると平面的広がりが通常1000m×1000m程度,

地表からの深さは10-200m程度である.最も深

度の大きな放射性廃棄物の貯蔵(処分)基地では

1000mの深さが想定されている.

我が国で建設されている最近の大規模地下構造物

の実態をみるために石油地下備蓄基地の例を見てみ

よう.

石油地下備蓄は石油危機問題に端を発して1975

年ごろより具体化した地下岩盤利用の新形式であ

る･岩手県久慈市,愛媛県菊間市,鹿児島県串木野

市の3ケ所で1981-85年にわたってフィｰジビリテ

ィ･スタディ及び事前調査が行われた後,'1986年

より大観模な基地建設が開始され昨年1994年に3

基地とも竣工したばかりである.それぞれの基地は

175-150万k1の原油貯蔵容量を持っている.

原油の貯蔵方式はいわゆる水封式と称して掘削し

地質ニュｰス492号�
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大規模地下構造物の広さと深さ(星野,1984)

大観模地下構造物�敷地の広さ�深さ

��洩�洩

地下鉄駅舎�100x200�10～50

地下発電所�100x100�30～100

地下放射性廃棄物貯蔵基地�1000×1000�100～1000

石油地下備蓄基地�1000x1000�10～200

た空洞の壁面は地下水を含んだ岩盤のままに保持

し,周辺の地下水圧力によって原油流体を常温･常

圧状態で空洞内に閉じ込める方法を採っている.こ

の形式では,地下水位を保持したまま,その表面を

鉄板などで蔽わだい,いわば裸の岩盤が剥き出しの

まま巨大なトンネルを掘削することが必要であり,

わが国の地下利用にエポックを画した多くの新技術

が開発された(星野,1990;蒔田,1991;松村,

���

串木野基地では物性的に不均質性の大きい火山岩

を対象にしているために石油地下備蓄の技術的問題

点が集約されている.基地の主体は鹿児島県西都に

広く広がる第三紀中新世北薩安山岩類に属する火山

砕屠岩中に掘削された10本の大断面のトンネル型

空洞である(第1図).各トソネノレの長さは555m,

断面の幅,高さはそれぞれ18,22mである.トン

ネル1本ごとに17万5千k1の原油が貯蔵できる.

トンネルの地表からの深さはほぼ200mであるが,

海抜深度は空洞の天端が約20m,底盤が約40mで

ある.

地下開発を順調に行うための最初の課題は地下の

地質予測である.この場合,北薩安山岩類は中新世

当時の複数の火山活動によって海底に噴出した各種

の火山岩よりなる累層でありこの様な水封式の大断

面トンネルが工学的に安定するための岩盤としては

北薩安山岩類に多い安山岩溶岩相(第1図のLA)は

脆性が強く割れ目が多いために不適当であると思わ

れていた.その下都に存在する自破砕溶岩相(同

LB)及び火山質礫岩相(同LBg)が力学特性と透水

係数の点で好適であることが分かって来たのであ

る.そのために,基地の建設に着工する前のボｰリ

ング調査等により自破砕溶岩相及び火山質礫岩相の

地下の分布を明らかにすることが必要であった.

1981年から1984年に実施したトンネル掘削前の

事前ボｰリングは第2図に示すように1.5×1.5km
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肝油空洞(トンネル)

A-B断面:トンネルに平行

C-D断面:トンネルに直交

第1図串木野地下石油備蓄基地の地質と空洞配置を示

す断面図(HOSHINO,1993b).

の範囲に20本掘削した.ひきつづき,建設に並行

して24本のボｰリングを掘削している.これらの

地質調査によって深度海抜一50-100mまでの地下

地質,特に地質構造要素や岩盤の物理的･.水理的性

質が判明し,事前調査時に把握した地下地質をトン

ネル掘削中に更に確認しつつ工事を進めることがで

きた.
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第2図
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串木野地下石油備蓄基地の平面図(HOSHINO,1993b).
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10本のトンネルと44の調査ポｰリングの位置

3.大深度開発における地盤情報と地質情報

石油地下備蓄の後を受けてLPG(液化石油ガス)

の地下備蓄基地プロジェクトが現在進行中である.

LPG地下備蓄では貯蔵圧力は7気圧に近くなるの

でトンネル型空洞の設置深度は原油の場合よりも約

100メｰトル深くしなければならない.従って更に

深度の大きなポｰリング調査が行われている.更に

大深度における将来的な地下空間開発を目指して盛

んに研究･開発されているものに,高レベルの放射

性廃棄物の処分･貯蔵,圧縮空気貯蔵,超電導エネ

ルギｰ貯蔵等がある.

高レベル放射性廃棄物処分･貯蔵に想定されてい

る岩盤内空洞は第2表に示したように深い場合に

は1000m程度の深層につくられる.

圧縮空気貯蔵,CAES(CompressedAirEner駆

Storage)は夜間に過剰な電力をもって地下の気密空

間に空気を圧縮して貯蔵しておき,昼間にその圧縮

空気を取り出し電力を発電するシステムである.ド

イツでは岩塩中に作られた空洞を利用する移ですで

に実用に供されている.この空洞は地下650-800

mの深さに岩塩を溶解してつくられた紡錘状の気

密生問である(高橋ほか,1991).日本では花南岩

のような堅硬岩盤中に作るケｰスと軟質泥岩中に作

るケｰスがそれぞれ研究されている.我が国では大

量の電力を消費する大都市は第四紀層の上に在るこ

とが多いので関東南部のような地質条件を想定した

軟質泥岩のケｰスがよく研究されている(林,

1990;岡本ほか,1995).第3図の左は軟質泥岩型

CAESの,右は堅硬岩盤型CAESの構想図である.

林(1990)によれほ軟質岩中の地下600mの深度に

半径25m,高さ60m,容積12万m3の気密性空洞

内に60kg/cm2の圧縮空気を貯蔵すると,40万

kWクラスの発電を行うことが出来るという.

このような大深度における地下開発に際して一般

に必要とされている調査項目と調査法は第3表の

如くである(エンジニアリング振興協会,1994).

建設技術者はこれを地下開発に必要な地盤情報のリ

ストと呼んでいる.ここに述べられている大部分の

項目,すなわち岩石･岩盤の物理的性質,岩石･岩

盤の力学的性質,地盤の応力状態,及び岩石･岩盤

の化学的特性(以上を取りまとめてここでは便宜的

に岩盤の物性と呼んでおく)は掘削するトンネル空

洞の壁面及び周辺の力学的･水理的安定性に直接関

地質ニュｰス岳92号�
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第3図

(左)軟質泥岩型圧縮空気貯蔵タンク(林,1990):

(右)堅硬岩盤型圧縮空気貯蔵タンク(エンジニアリング振興協会,1994)

与する地盤(物性)情報である.また,空洞に近接し

た範囲の地形,地盤構成や地盤の耐震性も直接的地

盤情報にはいるかもしれない.しかし,一方,あえ

て区別すれば,地下水状況及び広域の地質構造等は

広域的地質情報である.

このようた直接的情報としての地盤調査,及び広

域的情報としての地質調査について設計上必要とさ

れる調査の範囲(深度)についてエンジニアリング振

興協会では第4図のようにまとめている(エンジニ

アリング振興揚会,1994).すなわち,まず,深さ

に着目して第4図を見ればトンネルの深度の1.5倍

(硬岩)から2倍(軟岩)の深度までを必要な調査範

囲としている.上に紹介したCAESの例をとれば

深さ600mないし800mの建設にたいしては1200

mから1600mまでのポｰリング深度が必要であ

る.また,平面的な範囲については建設深度に相当

する幅が必要であり,上の例ではトンネルの左右に

それぞれ600mないし800血の調査域が求められ

る.これらの数字は多くの実績に基づいて定められ

たものであり串木野の前例に照らしても妥当な数字

であろう.以上は地盤調査の深度と範囲である.

広域的情報としての地質調査について第4図は

1995年8月号

地下水を例として挙げている.それによればトソネ

ノレ深度の2倍から4倍(硬岩),あるいは5倍(軟

岩)の調査範囲が必要とされている.地下水は岩盤

中をある程度自由に移動するので更に広い範囲にわ

たって調査しなければならないのは当然であろう.

この広がりは当然深度についても適用される.

従来,地下岩盤開発が100m未満の浅深度にと

どまっていた時には地下地質もそれほど地表と変わ

らないという期待で2-300mのボｰリングで済ま

せられたにしても,今後数100mを越える大深度

における開発に移行するにつれて,このような直接

的地盤情報を目標とする建設深度の1.5から2倍程

度のボｰリングの他に広域の地質情報を目標とする

数倍程度の大深度ポｰリングが更に必要と考えられ

ている.

単純化して言えば,地下構造物の建設時の事前の

地質情報としては地下構造物設置深度の少たくとも

10倍の深度までの状況が明らかになっていること

が望ましい.串木野基地のケｰスでいえば,もし,

もっと深度の大きな科学ボｰリング等が既に行われ

ていて広域の中新世火山の形態が以前に明らかにな

っていたとしたら,ポｰリングの数はもっと少なく�
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第3表地下の開発に必要な地盤情報とその調査法(エンジニアリング振興協会,1994)

�����技術内容(技術レベル)

�調査項目�地盤情報�調査方法�適用�

����地盤�概要･技術レベル

��地層,岩種�地表地質調査,コア観察��

��割れ目,風化,変質��全般�主として地表地質調査やボｰリング調査に

�地帯,地��ボアホｰルテレビ,ボアホｰルレｰダ��より調査されることが多い

�盤構成お����

�よび地質�断層,摺菌,地層の�屈折法･反射法地震探査��

��連続性�地表地質調査��屈折法地震探査が多く用いられる.反毅法

構造���トモグラフィｰ(弾性波他),VSP,�全般�地震探査は水平方向の分解能が高く構造探

���電気探査,電気検層��杏で使用例が増えているトモグラフィ法は複雑な構造探査にも適角できる

�岩石･�弾性波速度�速度検層(P波,S波)��

�岩盤の��屈折法地震調査��コアサソプルを使い室内試験により測定さ

�物理的��超音波速度試験��れることが多い.弾性波速度は,岩石の基

�性質���全般�本的性質として地震探査や速度検層でも測

��密度�密度試験��足される

��含水比�含水量試験��

�岩石･�一軸圧縮強度�一軸圧縮強度��

�岩盤の����コアサソプルから行う室内試験と坑道やポ

�力学的�粘着力,内部摩擦力�三軸圧縮試験�全般�一リング孔を利用して行う原位置試験によ

掘�性質��フロックせん断試験��り実施される.原位置試験は大がかりた試

肖1�����験となるため地下構造物の規模により適切

面���岩石せん断試験�硬岩�な選択が必要

���孔内直接昔ん断試験��

地��変形係数�原位置岩盤試験�全般�

下�����

空���孔内載荷試験��

間���ストリットジャッキ試験�硬岩�

の���三軸圧縮試験��

安����全般�

定�地盤の�地山の初期地圧�オｰバｰコアリソグ法��

�応力状����オｰバｰコアリソグ法は,応力を解放させ

性���AE法�全般�たときの歪みを測定する.AE法は,カイ

�態����ザｰ効果を利用する.水圧破砕法は,ボｰ

���水圧破砕法��リソグ孔内に実際に圧力をかけ測定する

�岩石･�粘度鉱物の種類,含�X線分析��

��有量���膨潤性等の主原因となる粘度鉱物を調べ

�岩盤の����

�化学的����る.また,各種の室内試験により軟岩特有

��浸水崩壊度�浸水崩壊度試験��の諸性質を調べる

�特性��スレｰキソグ試験�軟岩�

��吸水膨張度�吸水膨張試験��

��膨潤度,膨張圧�膨潤度試験��

�地盤の耐�動的性質�動的試験�全般�実際に振動を起こす動的試験や振動予測の

震性��弾性波速度�屈折法地震探査��ため弾性波速度を調査する

��帯水層,地下水位�電気探査,電気検層��地盤の比低抗等を測定し,帯水層の分布･

���トモグラフィ(比低抗,電磁波)�全般�性状を調査する.地下水検層は,孔内水の

���地下水検層��比低抗変化から地下水の流動を調査する

�地下水状�間隙水圧,地下水圧�間隙水圧試験,湧水圧試験�全般�ボｰリソグ孔を用いて行う

況��透水係数�ルジオンテスト�全般�ルジオソテストは注入式,湧水圧試験は圧力解

���湧水圧試験��放式で,いずれもポｰリング孔を用いて行う

���室内透水試験�全般�ポｰリソグ調査により得られたコアサソプ

�����ルを用いて室内試験により調査する

�作業環境�酸欠空気,有毒ガス�ガス調査�全般�ボｰリソグ孔より試料やガスの採取を行い

�の安全性�水質���調査する

て済んだであろう.現在は色々な制約から設置深度

の5割増しぐらいのボｰリソグ深度しかとれない

カミ,将来更に大きた深度での地下構造物になれぼ基

礎調査段階でのボｰリソグ深度を思い切って大きく

設定することが必要にたるであろう.

､4.深部地質情報への期待

以上に地盤情報と地質情報の区別を述べたが,従

来,地質研究者が提供する地質資料と建設技術者が

求める地盤情報とがあまりにも乖離しすぎているこ

とが往刈こして見られた.

1980年代の後半ごろ,先に述べたCAESや

SMES(超電導エネルギｰ貯蔵)の研究会が活発に

地質ニュｰス492号�
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第4図地下トンネル型構造物の調査範囲の目安(エン

ジニアリング振興協会,1994).H:深度

行われるようになり,関連の建設技術者は大都市近

傍の適地についての情報を求めていた.私がこれは

おおきな問題だと思ったのは東京,千葉,神奈川の

地下物性についての誤解が関係の人々に根強いこと

であった.当時,ヨｰロッパ,アメリカでは日本に

先んじてテストプラント等の開発を行っていたがそ

の場所は大都会の近傍が多かった.欧米の都会の基

盤はほとんどが変成岩,花嵩岩,或いは中生代,古

生代等の物性的に堅硬な岩盤である.首都クラスを

見ても,ロンドンしかり,ニュｰヨｰク,ワシント

ン,ストックホルム等,堅硬な岩盤の上にある.こ

のような国で使われた設計諸元をその重ま関東平野

にもってこようとしていた.ところが,東京等の基

盤は比較にならない程弱い.この事がほとんど理解

されていなかった.研究所･大学一般の地質資料,

ボｰリング資料は地質時代,岩層区分のことばかり

で産業界が求めている地盤デｰタの記載はほとんど

無い.そこで関東平野は第三,四紀層で構成されて

いる,と言っても,パリ盆地も第三紀層の上にある

そうだがと反論される始末であった.

このような時に必要なのはある地質構造の中に地

盤の物性値がどのように分布しているかという地質

物性図である.この際,バラバラの地質柱状や点的

な物性デｰタをいくら並べても説得力は少ない.広

域にわたる両者の関係図が必要とされるのである.

第5図は応急的にまとめられた地質物性断面図の

一例である.

これは,石油,天然ガス,防災関係で行われた数

1995年8月号

100から3000mクラスのポｰリング資料から編集

した東京湾周辺地域の地質構造を基にして,その上

にボｰリングコアｰや地表岩石試料について測定し

た一軸強度値の深度分布を描いたものである,(星

野地,1989.1990.1992;HOSHIN0.1993a).同

図では沖積層及び下総,上総,三浦,葉山層群の地

層境界を細点線で,一軸強度の等強度線を20,50,

100及び200kg/cm2の強度毎に示してある.三浦,

房総の地層対比についてはまだ問題の多いこと(た

とえば遠藤ほか,1991),強度測定のできたコアｰ

がやや局部的であること等から本図は一応の全体像

を示したものにすぎない.しかし,これによって,

東京首都圏地下開発について直接的た地盤情報を提

供することが出来る.

いま,かりにCAES空洞を千葉付近に建設する

としよう.第5図によると600m付近の深度にお

ける強度は約20kg/cm2である.一般にある程度の

断面のトンネルを地下に掘削するためには岩盤の強

度は少なくとも200kg/cm2が必要と言われている.

従って,この深度でトンネル型空洞(堅硬岩盤型)の

圧縮空気貯蔵檜を計画するのは無理であり,もしど

うしてもトンネル型ということであれば約2000m

の深度まで下がらなければならない.実際に,現在

このような地域で計画されているのは第3図(左)

に描かれているような,強度20kg/cm2程度の軟質

地層でも実現可能な水没無人掘削の紡錘型貯蔵槽で

ある,(林,1990).しかし,川崎,横浜の方に場

所を移せば1000m以浅の深度にトンネル型空洞を

作る可能性もでてくる.

口絵のカラｰ図面は第5図の原図に上記の水没

無人掘削方式紡錘型貯蔵檜(軟質泥岩型)のモデル(第

3図左)と多目的地下ドｰム･システムのモデルを

重ねたものである.それぞれのモデルの写真は地層

断面図のスケｰルに比較して拡大されているので深

度がずれていることに注意して頂きたい.

このような例は強度のような典型的地盤情報です

ら対象深度の数倍にまで拡げた広域の地質情報と綜

合することが効果的であることを示している.

一般に堆積岩の強度等の物性は圧密(孔隙率)と造

構応力の2要素に左右される.第5図で下総･上

総層群までは等強度線と地層境界はほぼ並行してい

てこの一連の堆積盆地では圧密が強度形成の主因で

あることを示している.しかし,不整合を隔てて三�
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第5図東京湾岸地域の地質･物性断面図(HOSHINO,1993a).

浦層群以下ではむしろ造構応力あるいは地殻変動の

影響が強いであろう.1992年に掘削された科学技

術庁の江東ボｰリングでは三浦層群の下では葉山層

群は欠如していて約2600m以深は先第三系の秩父

系が分布しているらしい(鈴木,1993).深部の地

質構造は上総層群等と違って単純な摺曲構造ではな

いらしい.おそらく,3000mから数1000mの深

部では先第三系の堅硬な岩盤となっているようであ

る.そうだとすれば東京首都圏はこの深度になって

ようやく欧米諸国の首都圏と物性的に肩を並べるこ

とになる.地質デｰタと物性デｰタが同じ重みで並

べられた広域の深部地質情報が我六の手中に入った

時にこそ我々は地下開発について信頼性の高い展望

を物語ることができるのでは次いだろうか･

このような深部地質情報の必要性は建設分野とか

都市基盤開発のためだげではなく,地震防災,地球

環境保全等応用地球科学のほとんどあらゆる分野を

通じて共通の課題でもある.色攻た関係機関が協同

して努力しなければならない事を痛感する.

(この原稿は本来,本誌488号“特集:ICDPと我

が国の陸上探層掘削計画''のために寄稿したもので

ある.諸般の事情で掲載が別号となったが内容はも

とのままである.同母と併読して下されるように希

望する.)
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高レベル放射性廃棄物の処分場イメｰジ

⑰高レベル放射性廃棄物(ガラス固化体)

高レベル放射性廃液をガラスで固め,

ステンレス製の容器に封入したもの.

㊥オｰバｰパック

ガラス固化体に地下水が接触すること

を抑止し,地圧などの外圧からガラス

固化体を保護する容器.

⑮緩衝材

オｰバｰパックと地層の問に充填し,

地下水の侵入と放射性物質の移動を抑

制するもの.

(高レベル事業推進準備会)
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